21世紀の大学像への模索――欧州の産学連携に見る２つの大きな潮流 by 田柳, 恵美子
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『国際的産官学連携への挑戦と戦略』 チューリッヒ工科大学 技術移転センター 
センター長 シルヴィオ・ボナッチオ氏 







































































   企業と大学のスタッフの間の共同参加を伴う 
 ７．契約は知財の権利をカバーする 










































に 2 千人を超える民間雇用が創出されている。 
 





















左：ヘルシンキ・ビリウム・フォーラム HP http://www.forumvirium.fi/en/forum-virium-helsinki.html 
右：ヘルシンキ・リビング・ラボ HP  http://www.helsinkilivinglab.fi/ 
 
 
 以上、産学連携の新しい方向、新しい大学像について、大きく２つの潮流を論考してきた。ヨ
ーロッパは常に優秀な政策を打ち出すが、伝統的な大学文化や産業構造の色濃いヨーロッパの都
市ではなかなか成功しにくいといわれてきた。しかしこの 10 年で、大学は北欧などの成功モデル
に学び、自ら時代遅れの姿から脱却し、21 世紀にふさわしいイノベーティブでクリエイティブな
存在になるための努力を続けている。変革へ向けたそのたゆまぬ姿勢には、日本の大学も学ぶべ
き点が多いといえるだろう。 
 
（了） 
 
 
